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「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 32 円です。

P L U S

九
つ く も

十九なる　良き学
まな

び舎
や

から
3 年前、東日本大震災直後に入学した 18 人は
小木地区の防災・まちづくりの先駆者として活躍。
この日、学び舎から旅立ちました。

旅
日
記
④　

5
月
11
日
、
七
尾
か
ら
気
多
大
社
へ

七
尾
の
町
中
で
は
知
り
合
い
を
二
、三
訪
問
し
て
、
本
宮
（
気

多
本
宮
・
能の
と
い
く
く
に
た
ま
ひ
こ

登
生
国
玉
比
古
神
社
）
の
森
に
で
ま
す
。
小

石
の
ま
ば
ら
な
道
を
、
飯
川
・
黒
木
・
羽
坂
・
よ
し
川
、
そ
し
て

能
登
部
上
村
に
。
さ
ら
に
下
村
（
中
能
登
町
）、
金
丸
（
同
）、
千

路
（
羽
咋
市
）、
柳
田
（
同
）
を
経
て
一
の
宮
に
至
り
ま
す
。
上

村
余
喜
比
古
神
社
の
禰ね

ぎ宜
・
清
水
某
の
も
と
を
訪
問
し
ま
し
た
が

留
守
。
か
わ
り
に
代
勤
め
の
「
直
記
」
と
会
い
、
清
水
姓
を
詠
み

込
ん
だ
歌
を
送
り
ま
し
た
。

君
こ
こ
に 

宿
し
尽
せ
ぬ
水
な
れ
ば 

な
ほ
行
末
の
旅
や
き
よ
め
ん

　

能
登
部
下
村
に
は
能
登
比
咩め

神
社
が
あ
り
、
気
多
大
社
の
「
お

い
で
祭
」
還
幸
の
お
り
は
（
鎮
座
以
来
の
伝
承
に
よ
り
）
稗
粥
を

供
し
奉
る
古
例
が
あ
っ
て
、
能
登
部
上
村
の
余よ

き

ひ

こ

喜
比
古
神
社
（
現

在
は
す
ぐ
近
く
の
御み
か
ど
ぬ
し
ひ
こ

門
主
比
古
神
社
に
合
祀
）と
は
兄
妹
神
で
す
。

鹿
島
路
、
千
路
、
柳
田
ま
で
は
三
里
あ
ま
り
の
潟
（
邑
地
潟
）
が

あ
り
、
人
々
は
こ
の
潟
漁
で
生
計
を
た
て
て
い
ま
す
。

ひ
く
あ
み
の
　
う
き
め
に
も
れ
ぬ
潟
魚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
と
は
人
の
　
お
も
は
ざ
ら
め
や

　

日
が
暮
れ
て
か
ら
一
の
宮
に
着
き
、
な
ん
と
か
宿
を
見
つ
け
、

さ
っ
そ
く
気
多
の
大
宮
司
に
会
い
ま
し
た
。

思
ひ
き
や
　
佐
野
の
わ
た
り
に
宿
な
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ふ
の
今
宵
の
　
う
き
に
し
れ
と
は

　

一
軒
の
宿
に
断
ら
れ
鬱
屈
と
し
た
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

加
藤
三
千
雄
さ
ん
が
た
ど
る 

先
祖
・
吉
彦
の
鈴
屋
入
門

寛政の旅人：加藤吉彦（かとう・えひこ）。寛政 9（1797）年、36 歳の
　　　　　　時、伊勢の本居宣長の元を訪ね入門。酒垂神社 12 代宮司。
平成の旅人：加藤三千雄（かとう・みちお＝写真）。現酒垂神社宮司。
　　　　　　9 代前の先祖、吉彦の道中を実際にたどり、伊勢松坂で
　　　　　　吉彦と宣長の交流の跡を目の当たりにした。

【写真】小木中学校卒業証書授与式（3 月 13 日）

❶ ❷

❸

❹ ①現在の「能登比咩神社」（中能登町能登部下）　②邑知潟は干拓

事業によって約 4 分の 3 が陸地化したものの、現在も広い水面が

残る。寒ブナ漁などは冬の風物詩として珍重されている。　③金

丸駅付近で神
し ん め

馬を先頭にした「平国祭（おいで祭り）」の隊列に遭っ

た。気多大社を発ち、羽咋郡、鹿島郡、七尾市内の約 300㌔を 5

泊 6 日で巡る。沿道に春を告げる行事である。　④長旅を経て気

多大社に戻った神馬。随
ずいしんもん

神門を駆け抜けた。

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌


